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上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況について 

 

当社は、2021年12月27日に、東証スタンダード市場の上場維持基準への適合に向けた計画

を提出し、その内容について開示しております。2024年3月末時点における計画の進捗状況等

について、下記のとおり作成しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

〇当社の上場維持基準の適合状況及び計画期間 

当社の2024年３月末日時点における東証スタンダード市場の上場維持基準への適合状況は、

以下のとおりとなっております。流通株式時価総額については基準を充たしておりません。当社

は、流通株式時価総額に関しては、2025年3月末までに、上場維持基準を充たすために、引き続

き各種取り組みを進めてまいります。 

 

 株主数

（人） 

流通株式数 

（単位） 

流通株式時価総額

（億円） 

流通株式比率

（%） 

当社の適合

状況及びそ

の推移 

2021年6月末 

時点 
661人 17,926単位 9.0億円 44.8% 

2023年3月末 

時点 
536人 16,823単位 8.1億円 42.0％ 

2024年3月末 

時点 
540人 15,991単位 8.0億円 39.9％ 

上場維持基準 400人 2,000単位 10億円 25％ 

当初の計画書に記載した 

計画期間 
－ － 2025年3月末 － 

※当社の適合状況は、東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況等

をもとに算出を行ったものです。 

 



〇上場維持基準の適合に向けた取組の実施状況及び評価（2022年1月～2024年3月） 

当社は工作機械製造事業におきましては、ロータリーフライス盤、ターレックス・キュービック（多

軸ヘッド交換型専用機）、B-Trim（５軸バリ取りセンター）の標準機の競争力強化に力を注ぐとと

もに、当社が得意とする高効率専用機の提案型営業販売を進めてまいりました結果、専用機等の

受注が増加しました。自動車部品製造事業におきましては、高難度品、高精度品のエンジン廻り部

品を中心に受注活動を行うとともに、高品質、高い加工技術を活かし航空機部品をはじめとした

航空宇宙等成長産業への展開を継続して行ってまいりました結果、汎用機部品等の受注が増加及

びエネルギー価格の高騰に対する製品への価格転嫁が進みました。そのような状況の中、企業価

値の向上と株価の上昇に努めてまいりました。2024年3月期においては、営業損失及び経常損

失を計上しましたが、政策保有株の売却を実施し、親会社株主に帰属する当期純利益を計上しま

した。しかしながら、業績不振による株価低迷により流通株式時価総額基準への不適合という事

態に至ったと認識しております。従いまして、まずは業績回復を図り、企業価値の向上が何よりも

重要と考えております。 

 

〇上場維持基準に適合していない項目のこれまでの状況を踏まえた今後の課題と取組内容 

【流通株式時価総額】について 

上場維持基準適合に向け、流通株式数が2024年3月期と同数と仮定した場合、10億円の時

価総額達成に対して、株価は概ね625円が必要であり、当面目標として達成を目指します。

2024年3月期決算短信の業績予想では営業利益は赤字予想、経常利益、親会社株主に帰属する

当期純利益は黒字予想をしております。上場維持基準に向けた株価上昇対策として、引き続き工

作機械製造事業におきましては、ロータリーフライス盤、ターレックス・キュービック（多軸ヘッド交

換型専用機）、B-Trim（５軸バリ取りセンター）の標準機の競争力強化に力を注ぐとともに、当社

が得意とする高効率専用機の提案型営業販売を進めていきます。そして、自動車部品製造事業に

おきましては、高難度品、高精度品のエンジン廻り部品を中心に受注活動を行い、電動車（EV）に

おける関連製品、そして新規事業（３Dプリンターの販売、受託造形サービス等）の割合を増やして

いき、営業利益黒字体質への早期転換を第一に取り組む所存です。 

 

 

以上 


